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科
学
技
術
予
算
の
抜
本
的
拡
充
に
関
す
る
要
請

今
や
我
が
国
の
科
学
技
術
ィ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
危
機
的
状
況
に
あ
る
。

　

科
学
技
術
ィ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
基
盤
と
な
る
大
学
や
国
立
研
究
開
発
法
人
等
の
国
際
競
争
力
は
低
下
し
、
世

界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
を
占
め
る
日
本
の
大
学
数
は
激
減
し
て
い
る
。
ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に
ノ
ー
ベ
ル
賞

受
賞
者
は
輩
出
さ
れ
て
ぃ
る
が
、
こ
れ
は
殆
ど
が
過
去
２０
～
３０
年
前
の
研
究
成
果
の
賜
物
で
あ
り
、
将
来
を

見
据
え
た
場
合
、
我
が
国
の
科
学
技
術
の
現
状
に
は
大
い
に
憂
い
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
質
の
高
い
研
究
論

文
の
数
も
、
こ
こ
十
年
間
で
中
国
は
８
位
か
ら
２
位
に
躍
進
す
る
一
方
、我
が
国
は
４
位
か
ら
８
位
に
下
落
し
、

逆
転
を
許
し
た
。
今
や
、
イ
ン
ド
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
も
抜
か
れ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
大
学
や
研
究
を
支
え
る
科
学
技
術
投
資
は
、
近
年
、
中
国
や
韓
国
は
も
と
よ
り
、
欧
米

先
進
国
ま
で
も
が
投
資
を
大
幅
に
増
や
す
中
、
我
が
国
は
殆
ど
増
加
し
て
い
な
い
。
こ
の
結
果
、
我
が
国
は
世

界
の
一
流
研
究
者
が
集
う
研
究
拠
点
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
対
象
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
な
ど
、
も
は
や
研
究
者
に

と
っ
て
魅
力
的
な
国
で
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
危
機
的
状
況
に
あ
る
。

　

資
源
の
乏
し
い
我
が
国
が
、
今
日
、
世
界
の
先
進
国
と
し
て
の
地
位
を
繋
げ
た
の
は
、
科
学
技
術
す
な
わ
ち

頭
脳
と
い
う
我
が
国
唯

一
の
強
み
が
あ
り
、
そ
れ
を
存
分
に
活
用
し
た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。
現
在
の
状
況
を
放

置
す
れ
ば
、
我
が
国
は
科
学
技
術
先
進
国
と
し
て
の
地
位
を
失
う
だ
け
で
は
な
く
、
将
来
の
経
済
や
産
業
の
競

争
力
が
低
下
し
、
世
界
の
一
流
国
か
ら
三
流
国
に
成
り
下
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
強
く
懸
念
さ
れ
る
。

　

立
て
直
し
の
時
期
は
今
を
お
い
て
他
に
は
な
い
。
今
こ
そ
科
学
技
術
基
本
法
を
策
定
し
た
際
の
理
念
に
立
ち

返
り
、
こ
れ
か
ら
百
年
先
の
将
来
を
見
据
え
て
、
科
学
技
術
ィ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
立
国
す
る
国
に
変
え
て
い
く

た
め
、
政
治
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
政
府
の
科
学
技
術
関
係
予
算
を
抜
本
的
に
拡
充
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
第
５
期
科
学
技
術
基
本
計
画
を
単
な
る
計
画
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
本
計

画
で
掲
げ
ら
れ
た
特
に
次
の
項
目
を
確
実
に
実
行
す
る
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。

一

　

政
府
研
究
開
発
投
資
の
総
額
的
２６
兆
円
の
達
成
に
向
け
て
、
平
成
２８
年
度
補
正
予
算
を
編
成
す
る
場

合
に
は
、
科
学
技
術
関
係
予
算
に
５
千
億
円
超
を
措
置
す
る
こ
と
。
そ
の
上
で
、
平
成
２９
年
度
以
降
に
つ

　

い
て
は
、
科
学
技
術
関
係
予
算
を
概
算
要
求
に
お
け
る
シ
ー
リ
ン
グ
の
対
象
外
ス
は
別
枠
と
し
て
設
定
す

　

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
毎
年
度
の
政
府
予
算
に
お
い
て
対
前
年
度
比
約
８
％
増

（３
～
４
千
億
円
の
増
額
）

を
確
実
に
実
現
す
る
こ
と

二

　

基
礎
研
究
か
ら
事
業
化
・
産
業
化
に
至
る
ま
で
、
産
学
官
連
携
を
一
層
深
化
・
拡
大
す
る
こ
と

三

　

常
勤
研
究
者
の
確
保
や
若
手
研
究
者
の
活
躍
促
進
な
ど
、
人
材
育
成
を
大
幅
に
強
化
す
る
こ
と

　

こ
れ
に
よ
り
、
世
界

一
の
研
究
成
果
が
絶
え
間
な
く
生
み
出
さ
れ
、
安
倍
政
権
が
掲
げ
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
百
兆
円

等
の
実
現
や
、
今
後
５０
年
間
で
さ
ら
に
３０
名
程
度
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
輩
出
等
が
期
待
さ
れ
る
。

　

一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
成
長
戦
略
の
一
環
た
る
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
抜
本
的
強
化

は
ぬ
要
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
我
々
は
右
を
強
く
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。

内
閣
総
理
大
臣

　

安
倍
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殿
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日


